
グラフ凡例
当該病院値（当該値）

類似病院平均値（平均値）

平成29年度全国平均

※　「類似病院平均値（平均値）」については、病院区分及び類似区分に基づき算出している。

経営比較分析表（平成29年度決算）
北海道岩見沢市　総合病院

法適用区分 業種名・事業名 病院区分 類似区分 管理者の情報 許可病床（一般） 許可病床（療養） 許可病床（結核）

- - ■

経営形態 診療科数 DPC対象病院 特殊診療機能　※１ 指定病院の状況　※２ 許可病床（精神） 許可病床（感染症）

当然財務 病院事業 一般病院 400床以上～500床未満 非設置 365

【】

人口（人） 建物面積（㎡） 不採算地区病院 看護配置 稼働病床（一般） 稼働病床（療養） 稼働病床（一般＋療養）

許可病床（合計） －

直営 15 - ド 透 未 ガ 救 臨 感 へ 災 輪 115 4 484

365

※１　ド…人間ドック　透…人工透析　Ｉ…ＩＣＵ・ＣＣＵ 未…ＮＩＣＵ・未熟児室　訓…運動機能訓練室　ガ…ガン（放射線）診療

※２　救…救急告示病院　臨…臨床研修病院　が…がん診療連携拠点病院　感…感染症指定医療機関　ヘ…へき地医療拠点病院　災…災害拠点病院　地…地域医療支援病院  特…特定機能病院　輪…病院群輪番制病院
Ⅰ 地域において担っている役割

1. 経営の健全性・効率性 　当院は、南空知圏域において救急医療、小児医
療及び高度医療などに対応可能な地域センター病
院として、圏域内の中核的な役割を担っているほ
か、災害拠点病院の指定、地域周産期母子医療セ
ンターの認定を受けており、当市はもとより、南
空知圏域から多くの入院患者や外来患者を受け入
れています。

82,823 30,927 非該当 １０：１ 365 -

Ⅱ 分析欄

1. 経営の健全性・効率性について

　経常収支比率及び医業収支比率は年度により増
減があるものの、類似病院平均値を上回っている
状況です。
　累積欠損金比率については、類似病院平均値を
下回っております。
　病床利用率は年々減少しており、類似病院平均
を下回っております。
　入院患者1人1日当たり収益は前年度より減少し
ており、類似病院平均値を下回っております。外
来患者1人1日当たり収益は前年度より増加してお
り、類似病院平均値を上回っております。
　職員給与費対医業収益比率は類似病院平均を下
回り、横ばいで推移しております。
　材料費対医業収益比率は類似病院平均を上回
り、横ばいで推移しております。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28H27 H28 H29 H25 H26 H27

76.6当該値 102.6 100.6 101.3 99.8 99.1 当該値 103.0 101.4

35,237 37,226

73.8 72.7

平均値 100.4 99.7 98.8 98.5 98.7 平均値

18.3 18.0 16.6 当該値 81.0 80.0102.5 100.8 100.1 当該値 0.0 20.8

76.0 76.1 77.0

「経常損益」 「医業損益」 「累積欠損」 「施設の効率性」

52.1 45.6 38.1 42.9 40.2 平均値95.4 93.6 91.8 91.6 92.1 平均値 76.1 75.7

2. 老朽化の状況について

　平成29年度において、有形固定資産減価償却率
及び器械備品減価償却率が前年度と比較して減少
しておりますが、これは同年度に総合医療情報シ
ステムの更新及び内視鏡手術支援ロボットを導入
したことにより、有形固定資産（器械備品）が増
加したことが要因であります。この要因を除け
ば、依然として各々の減価償却率は上昇傾向にあ
り、また類似団体の平均よりも高く、老朽化は進
んでいる状況です。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H29 H25 H26 H27 H28 H29H28 H29 H25 H26 H27 H28

53,447 54,464

「収益の効率性①」 「収益の効率性②」 「費用の効率性①」 「費用の効率性②」

2. 老朽化の状況

平均値 12,424 13,027 13,969 14,455 15,17155,265 56,892

37.1当該値 40.9 42.2 41.6 42.3 42.6

平均値 51,813

当該値 35.9 35.8当該値 18,893 19,279 20,737 20,835 21,84740,135 40,000 36.2 36.7当該値 34,617

全体総括

平均値 24.3 24.2 25.3 25.2 25.4平均値 52.5 52.6 53.2 54.1 53.8

H27 H28 H29

　施設等の老朽化が進んでおり、修繕・保守に係
る経費等（減価償却費を含む）が年々増加傾向に
あります。
　収支に関して、経常収支比率は類似病院平均値
を上回ってはいるものの、平成29年度は赤字と
なっており、今後、施設等の更新を進めていくた
めにも、入院・外来収益等の増収や経費削減等に
努め、健全な病院経営を図っていく必要がありま
す。

H25 H26 H27 H28 H29 H25 H26 H27 H28

30,926,610 30,996,829 32,385,244

「施設全体の減価償却の状況」 「器械備品の減価償却の状況」 「建設投資の状況」

平均値 40,361,969 42,112,933 43,764,424 44,446,754

当該値 59.6 63.7 65.5 68.4 66.1

H29 H25 H26

当該値 30,326,506 30,297,207当該値 68.2 71.3 71.2 74.9 64.7

45,729,936平均値 60.0 62.3 61.7 66.1 68.4平均値 47.3 48.4 48.7 52.5 52.7
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④病床利用率(％)
【74.8】
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③累積欠損金比率(％)
【64.7】
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②医業収支比率(％)
【89.7】
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①経常収支比率(％)
【98.5】
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①有形固定資産減価償却率(％)
【51.6】
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②器械備品減価償却率(％)
【67.6】
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③１床当たり有形固定資産(円)
【45,442,498】
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⑧材料費対医業収益比率(％)
【24.3】
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⑦職員給与費対医業収益比率(％)
【55.0】
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⑥外来患者１人１日当たり収益(円)
【14,202】

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

⑤入院患者１人１日当たり収益(円)
【50,718】


